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論 文 内 容 の 要 旨
生体内で種々のタンパクが一定の時間的秩序をもって合成されることは, 生体反応にしばしばみられる
ことである｡ しかし, このような合成が生体内で どのようにして 自律的に調節されているかということ
は, 殆んど明らかではない｡
T偶数ファージを大腸菌に感染させると, 宿主の高分子合成は止まり, ファ- ジ染色体に支配されて三
つの群に大別されるタンパク合成が逐次的に起こるO すなわち, 感染後直ちに合成が開始され一定時間に
合成が止まるものと, 長く継続するもの, ならびに感染後一定時間後にようやく合成が開始されるものの
三つである｡ 著者はこの点に着目し, 感染後の種々の時間の mRNA の質的差異を検討し, 調節機構の解
明を試みている｡
著者はまず, 感染後の種々の時間に合成される mRNAをラジオアイソ トー プで標識し, これとファー
ジ DNA のハイブリダイゼーションをおこさせ, その際大量の未標式 RNA を加え, いわゆる競合- イ
ブリダイゼーション法によって, 初期 RNA と後期 RNA の質的相違を明らかにし, 初期タンパクが後
期タンパクの合成に先行する原因をよみとりの過程にあることを確認している｡ 同じ結論はアンバー突然
変異株のフルオロウラシルによる "見かけの回復" を利用して証明された｡
一方, DNA-RNA - イブリダイゼーション法によれば, 初期 RNA は後期RNAによって不完全にし
か競合しないことを著者は発見している｡ このことは初期 RNAの一部の合成が停止していることを示す
もので, しかも, この停止が初期タンパク合成の停止する時期と期を一にしている｡ すなわち, 初期タン
パクの少なくともある部分の合成の停止は, 初期 RNA合成の停止によっておこることを証明している｡





ると, 初期 RNA の合成停止と後期 RNA の合成開始がおこらないので, 両反応にはタンパクが必要と
されることを示している｡ 後期 RNA合成に必要なタンパクの合成の閑始は, 感染後2-4.分の間に始ま
ること, 初期RNA合成の停止に必要なタンパクの合成は5分以後に始まることは, この二つの反応が異
なる方法で調節されていることを示している｡
後者はさらに上記阻害剤存在下の RNAを比較し, 興味のある結果を得ている｡ アドトリプ トファン中
では, 全ての初期 RNA が合成されるのに反し, クロランフェニコール中ではその一部しか合成 され な
い｡ 全ての初期 RNA が合成されるためには, 翻訳の進行が必要であることをこの結果に示唆し, Stent
の転写と翻訳過程の共額の存在を裏付けるものと思われる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
主論文はT偶数ファ ､ージ細菌系を利用して, DNA からの転写過程において, mRNA の逐次合成と停
止を証明し, これら合成と停止が特異タンパクの存在によって可能となることを明らかにした もので あ
る｡
従来この系で, タンパク合成に初期, 後期の区別があるとしても, それに対応した mRNAの合成がな
いという説と, あるという説と対立していた｡ これは異なった実験方法による差異と考えられるが, 著者
はこれらの方法を巧みに駆使して, 一致した結論を得ている｡ すなわち, 著者は, タンパク合成開始の時




現在不明の翻訳調節の存在を認めながらも, タンパク合成に対応する mRNA の逐次反応を明確にしたこ
とは高く評価できることである｡
次に著者は mRNA合成の調節機構を明らかにする目的から, 2種の異なったタンパク合成阻害剤 (1
種は翻訳過程阻害剤, 他は異常タンパクの合成に導く阻害剤) を利用し, 重要な三つの結果を得ている｡
一つは, 後期 mRNA の合成開始には先行反応産物としてのタンパクを必要とすることであり, 次はこの
タンパクと初期RNA合成の停止に関するタンパクが異種であることを示す根拠を得ていることである｡
従来初期タンパク合成の停止と後期タンパク合成の開始は, ほとんど同時におこるため, それに関与する
要因の解析が困難であった｡ この結果は, 独立したタンパクの存在することを明示したもので, 興 味 深
い｡ 最後に, 異常タンパク合成の進行中では完全な初期 RNAが合成されるにもかかわらず, 翻訳阻害下
ではその一部しか合成されないことが示された｡ 著者はこの点について, 転写が正常に進行するには翻訳
過程が共顛する必要があるのではないかと論じている｡
このほか参考論文で, 1)においては tRNA に紫外線を照射してウラシル部分に生じる変化を物理学的
にとりあっかい, 3)においては薬剤とファージと DNA の相互作用という観点からファージ粒子の形成
をあつかっている. また4)と5)は, RNAポリメラーゼを抽出して精製し, それと DNA との結合を研究
したすぐれたものである｡
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以上を総括して, 松影昭夫は分子生物学の研究に責献することろが大きいと考えられる｡ したがって,
本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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